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2025年（令和7年）4月1日号 たま広報多摩市はさまざまな施策で子育て・子育ちを応援します！

妊婦・パートナー歯科健診事業

　健やかな妊娠生活や出産を実現するために、妊婦さんとパートナーの
歯科健康診査を個別方式で実施します。
　指定歯科医院で受診できます。集団健診に比べて受けやすくなり、よ
り多くの方が受診できます。
iこども家庭センター
「にじたま」☎（376）9177

パートナーも対象となるから、
家庭内の歯と口の健康に対する
意識を高めることができるニャ！

新

ラスカル子ども映画祭

　日本アニメーション㈱が制作したアニメ作品を
中心に上映

する無料の映画祭です。創業50周年を迎える日
本アニメー

ション㈱の、市内スタジオで制作された優良なア
ニメ作品に

出会う機会です。
　映画上映の他、子ども向けワーク

ショップやキャラクターグリーティ

ングなども実施します。次回は、令

和８年冬に聖蹟桜ヶ丘周辺で開催

する予定です。詳細は、決まり次第、

たま広報などでお知らせします。

i経済観光課☎（338）6909

通常の映画館ではまだ鑑賞が
難しい小さなお子さんの映画デ
ビューの機会に最適だニャ！

子ども体験事業「大谷戸プレーパークTAMA」
　プレーパークは、子どもたちが豊かな自然に親しみ、自主的・自発的に遊ぶことのできる、「自分の責任で自由に遊ぶ」をモットーにした遊び場です。　子どもたちが自由に遊ぶために、「けがや事故は自己責任」という考えを基本としています。なお、体験活動指導者
などスタッフが環境づくりと遊びを支援します。
（毎月１回土曜日に開催）
i教育振興課☎（338）6930

大谷戸公園でやって
いるニャ！

ゆりかごTAMA（妊婦面接
）

　母子健康手帳の交付を受けた妊
婦さんが安心して妊娠期を過

ごせ、出産・子育ての準備ができ
るよう保健師が面接を行いま

す。
　妊婦さんの状況に合わせた「ゆ

りかごTAMAプラン」を一緒

に考えます。面接を受けた方には
、生まれてくる赤ちゃんへ

の祝福と歓迎のメッセージをこめ
た「ゆりかごTAMA応援ギフ

ト」をお渡しします。妊婦のため
の支援給付１回目の申請のご

案内をします。
iこども家庭センター

「にじたま」☎（376）9177

不安なことがあった
ら保健師に話してみ
てニャ！

りんごの棚

　各市立図書館に設置している、読書への「バリア」をなくすためのさま
ざまな資料が並んでいるコーナーです。手作りの布で作られた絵本や点
字で読むことのできる本、マルチメディアデイジーという音で聞くこと
のできるお話などがあります。
赤ちゃんから大人の方まで、ど
なたでもご利用いただけます。
i中央図書館☎（373）7955

布の絵本はまだ自分でペー
ジがめくれない小さなお子
さんにも楽しんでもらえる
仕掛けがあるニャ！
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妊婦のための支援給付
　妊婦面接などの際に申請をしていただくと、現金５万円または同額分のギフトカードを支給します（1回目の支給）。また、新生児訪問などの際に届け出をしていただくと、胎児の数×5万円の現金または同額分のギフトカードを支給します
（2回目の支給）。
iこども家庭センター
「にじたま」☎（376）9177

子どもを持つことを希望する
方が安心して子どもを生み、
育てることのできる環境を整
備することが目的だニャ！

おはなし会
　市内で活動しているおはなし会ボランティア団体の協力で、各市立図書館で定期的に開催しています。絵本の読み聞かせはもちろん、紙芝居やパネルシアターなど、さまざまなカタチでのおはなしを楽しむことができます。中には、外国語で読み聞かせを行っているところもあります。
赤ちゃんから大人の方まで、どなたでもご
来場いただけます。
i中央図書館
☎（373）7955

いろんなおはなしが
楽しめるニャ！

たまこどもフェス

　子ども・若者・子育て世帯向けの
イベントです。
　多摩市の子育て施策に関連する団体
が集い、多摩市の幼稚園や保育所・児
童館・学童クラブ・地域子育て支援拠点事業・相談機能などの優れた

子育て施策を楽しみながら知ることができます。

i子ども・若者政策課☎（338）6904

今年は6月15日㈰に永山公民館な
どで開催する予定だからお楽しみ
にしてニャ！

産後ケア事業

　出産後１年未満のお母さんと赤ちゃんを対象に
、実施施設

への宿泊、通所または訪問により母体ケアや育児
指導などの

支援を行う事業です。４月から、宿泊型の実施施
設を増やし、

通所の利用枠も拡げました。

iこども家庭センター「にじたま」

☎（376）9177 出産後は不安なことが
多いと思うから、ぜひ使
ってニャ！

多摩市子ども家庭サポーター派遣事業
　　妊娠中から出産後の家庭などに、「子ども家庭サポーター」を派遣し、家事・育児をお手伝いするサービスです。
iこども家庭センター「にじたま」
☎（355）3833

出産後1歳未満の間に
計15回（多胎の場合は３
歳未満の間に計1３5回）
使えるニャ！
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放課後子ども教室
　放課後に学校内で、子どもたちが安全・安心して遊びと学びを行うことのできる居場所です。
　令和５年10月から、連光寺・貝取小学校で委託による放課後子ども教室の週５日実施を開始していますが、令和７年度から、順次、委託による週５日実施校を拡大していきます。令和７年度は５月から東寺方小学校で、７月から南鶴牧小学校で委託による週５日実施を開始します。実施内容
・�学校休業日を含む平日週５日実施で、時間は下校時～午後５時（学校休業日は午前９時～午後５時）
・在籍学校の小学１～６年生の全児童参加可能
・費用は無料
・�入退室管理システムを導入。児童が入室時と退室時に専用の二次元バーコードを読み込ませることで、
　アプリを通じて保護者に通知
i児童青少年課☎（338）6884

学校が放課後の居場所に
なるのは安心だニャ！

はっぴーファーストバースデー事業

　１歳を迎えるお子さんを育てる家庭を対象に、アンケー
トにお答えいただいた方へお子さんの育児を応援するため
のギフトカード（１人目６万円、２人目７万
円、３人目８万円）をお贈りします。
iこども家庭センター
「にじたま」☎（376）9177

ぜひアンケートに
ご協力お願いしま
すだニャ！

　親子が自由に過ごせる場所「子育て

ひろば」、お子さんをお預かりする

「リフレッシュ一時保育」などさまざ

まな事業を行っています。

iこども家庭センター「たまっこ」

☎（400）1005

こども家庭センター
「たまっこ」

多摩センター駅から
徒歩約10分のところ
にあるニャ！

アドバイス☆DAY～ラウンド保健師～

　こども家庭センターの保健師が、児童館などに
出張し

ます。
iこども家庭センター「にじたま」☎（376）9177

すくすく発達相談

　児童館などで、専門職によるお子さん

の発達についての講座・相談を行います。

身近な地域子育て支援拠点で、講座・相

談が受けられます。
iこども家庭センター「にじたま」☎（376）9177

なんでも聞い
てニャ！

多摩市こども誰でも通園事業
　保育所などに通っていないお子さんを対象に、保護者の保育の必
要性の事由（就労、就学、疾病、介護など）がなくても通園できる制
度です。
　乳幼児を育むプロがいる環境で、お子さんがさまざまな経験をした
り、同世代のお子さんと関わったりする機会をつくることができます。
i子ども・若者政策課☎（338）6850

パパママ（両親）学級

　主に初産婦とそのパートナーを対象に、沐浴実習、呼
吸法や妊婦体操、保健師・栄養士・歯科衛生士の講話を
実施し、妊娠中や子育て期に必要な多摩市の情報をお伝
えします。
　２日制の沐浴・講話コースと１日制の
栄養・歯科コースがあります。
iこども家庭センター「にじたま」
☎（376）9177 ママ友やパパ友も

作れるニャ！

離乳食講習会

　月齢に合わせた離乳食の進め方
や作り方のコツについ

て、栄養士のお話と動画で学びま
す。離乳食の裏ごし体

験や試食、歯科衛生士からの乳歯
のお話など、この時期

に必要な情報をお伝えします。

iこども家庭センター「にじたま」

☎（376）9177
栄養士に直接相談も
できるニャ！
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子どもと家庭の総合相談

　おおむね18歳までの子育てに関する保護者からの相談、子ど
も自身からの相談、子どもへの虐待、ヤングケアラーなど、ケー
スワーカーが一緒に考え、関係機関と連携して解決を図ります。
iこども家庭センター「にじたま」☎（355）3833

子どもからの話も聞くニャ！

　保護者の事情により、一時的にお
子さんの養育ができない場合に市内
の養育協力家庭などで宿泊を伴って
お子さんをお預かりします。
iこども家庭センター「にじたま」☎
（355）3833

多摩市子ども
ショートステイ事業

2歳から中学生ま
での児童が使える
ニャ！

1３園程度に拡大する
予定だニャ！


